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靖國会館での研修会（７月17日）

平
成
26
年
度
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業

県
下
各
遺
族
会
か
ら
75
名
が
参
加

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、

毎
年
“
靖
國
神
社
み
た
ま
ま

つ
り
”
の
期
間
に
あ
わ
せ
て

東
京
都
内
で
研
修
事
業
を
行

っ
て
い
る
が
、
本
年
度
は
県

下
各
遺
族
会
か
ら
七
十
五
名

が
参
加
し
、
七
月
十
六
、
十

七
日
の
日
程
で
実
施
し
た
。

　

十
六
日
朝
、
岡
山
か
ら
新

幹
線
で
上
京
し
た
参
加
者

は
、
先
ず
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者

墓
苑
に
参
拝
し
た
。
同
墓
苑

は
、
戦
後
、
外
地
か
ら
帰
還

さ
れ
た
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の

内
、
氏
名
が
特
定
で
き
な
い

こ
と
な
ど
の
理
由
で
ご
遺
族

に
お
渡
し
で
き
な
か
っ
た
ご

遺
骨
を
納
め
る
た
め
、
昭
和

三
十
四
年
に
国
に
よ
っ
て
千

鳥
ケ
淵
の
地
に
建
設
。
そ
の

後
、
国
や
民
間
の
有
志
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
遺
骨
帰
還

事
業
に
よ
り
収
骨
さ
れ
、
同

様
の
理
由
で
遺
族
が
判
ら
な

い
ご
遺
骨
も
同
墓
苑
に
納
め

ら
れ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
、
墓
苑
奉
仕
会

の
若
松
重
英
理
事
長
か
ら
墓

苑
の
説
明
を
受
け
た
後
、
慰

霊
碑
に
献
花
。
あ
わ
せ
て
県

下
遺
族
会
女
性
部
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
千
羽
鶴
を
奉
納
し
、

墓
苑
に
鎮
ま
る
三
十
六
万
九

十
六
柱
（
本
年
五
月
現
在
）

の
御
霊
を
お
慰
め
し
た
。

　

若
松
理
事
長
の
説
明
で
は

遺
骨
引
渡
式
が
執
り
行
わ
れ

た
と
の
こ
と
で
、
墓
苑
中
央

の
六
角
堂
に
は
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
、
田
村
憲
久
厚

生
労
働
大
臣
ら
内
閣
関
係
者

か
ら
の
献
花
が
見
ら
れ
た
。

　

墓
苑
参
拝
後
、
参
加
者
は

“
み
た
ま
ま
つ
り
”
で
賑
わ

う
靖
國
神
社
へ
。
靖
國
神
社

遊
就
館
を
拝
観
後
、
揃
っ
て

昇
殿
参
拝
を
行
い
、
亡
き
肉

親
と
の
再
会
を
果
た
し
た
。

　

“
靖
國
神
社
み
た
ま
ま
つ

り
”
は
、
盆
の
行
事
に
因
ん

で
昭
和
二
十
二
年
か
ら
始
ま

っ
た
行
事
で
、
境
内
に
数
多

く
の
献
灯
（
み
あ
か
し
）
を

掲
げ
て
戦
没
者
の
御
霊
を
慰

め
る
東
京
の
夏
の
風
物
詩
と

し
て
、
毎
年
七
月
十
三
日
か

ら
十
六
日
の
期
間
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

期
間
中
、
神
社
大
鳥
居
か

ら
拝
殿
ま
で
の
参
道
に
は
、

全
国
の
ご
遺
族
、
戦
友
、
崇

敬
者
等
か
ら
奉
納
さ
れ
た
約

一
万
の
大
型
献
灯
、
ま
た
内

苑
に
は
約
二
万
の
小
型
献
灯
、

更
に
は
各
界
有
名
人
に
よ
る

約
三
百
点
の
懸
ぼ
ん
ぼ
り
や

献
句
ぼ
ん
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
、

盆
踊
り
大
会
、
野
外
コ
ン
サ

ー
ト
、
み
こ
し
振
り
な
ど
各

種
奉
納
行
事
も
催
さ
れ
て
多

数
の
参
拝
者
で
賑
わ
う
。

　

翌
十
七
日
朝
、
参
加
者
は

靖
國
会
館
に
お
い
て
研
修
会

に
臨
ん
だ
。
研
修
会
で
は
山

口
建
史
靖
國
神
社
権
宮
司
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
約
一
時

間
、
靖
國
神
社
の
歴
史
を
中

心
と
し
た
講
話
を
拝
聴
し
た
。

　

山
口
権
宮
司
は
、「
国
の
た

め
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
戦

没
者
の
御
霊
を
お
慰
め
し
顕

彰
す
る
。
唯
一
こ
の
こ
と
が

靖
國
神
社
の
立
場
・
意
義
で

あ
り
、
私
た
ち
神
職
の
努
め

で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
更

に
「
万
が
一
、
戦
没
し
た
時

は
靖
國
神
社
に
お
祀
り
し
顕

彰
す
る
。
こ
れ
が
国
と
戦
没

者
の
皆
様
方
と
の
約
束
で
あ

り
ま
し
た
。
憲
法
や
様
々
な

問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
国
と

戦
没
者
と
の
絶
対
変
え
ら
れ

な
い
約
束
で
あ
り
ま
す
。
独

立
国
家
で
あ
る
日
本
国
が
責

任
を
持
っ
て
お
祀
り
す
る
の

が
当
然
で
あ
り
、
靖
國
神
社

も
国
家
で
護
持
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
」
と
訴
え
ら
れ

た
。

　

研
修
会
を
終
え
た
参
加
者

岡 山 県
遺族連盟

は
、
そ
の
後
、
江
戸
東
京
博

物
館
や
柴
又
・
帝
釈
天
な
ど

を
廻
り
、
猛
暑
の
中
の
研
修

事
業
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い

落
伍
者
も
な
く
、同
日
夕
刻
、

全
員
無
事
帰
岡
し
た
。

ご講演をいただいた山口権宮司
（７月17日）

近藤評議員（玉野市）を議長に行われた
第３回評議員会（６月28日：県連盟大会議室）

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
六

月
二
十
八
日
㈯
、
第
三
回
評

議
員
会
を
岡
山
市
中
区
奥
市

の
県
連
盟
大
会
議
室
で
開
催

し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、
平
成
二

十
五
年
度
県
連
盟
実
施
事
業

及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
、
女
性
部
並
び
に

事
務
局
規
程
の
一
部
改
正
、

平
成
二
十
七
年
度
政
府
予
算

に
対
す
る
遺
族
処
遇
改
善
要

望
事
項
な
ど
が
報
告
さ
れ
る

と
共
に
、
平
成
二
十
五
年
度

県
連
盟
決
算
等
を
審
議
し
承

認
し
た
。

　

ま
た
、
評
議
員
及
び
理
事

の
一
部
退
任
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
次
の
と
お
り
各

役
員
を
選
任
し
た
。（
カ
ッ
コ

内
は
遺
族
連
合
会
役
職
）

◎
評
議
員

　

木
村
喜
久
江　

氏

　

（
岡
山
市
南
女
性
部
長
）

　

西
﨑　
　

綋　

氏

　

（
備
前
市
副
会
長
）

◎
理
事

　

岡
田
幸
太
郎　

氏

　

（
備
前
市
会
長
）

県
連
盟
第
三
回
評
議
員
会

平
成
25
年
度
決
算
等
を
審
議
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遺
　
　
　
　
　
書

陸
軍
曹
長　

三　

浦　

武　

男　

命　
　
　

昭
和
十
九
年
七
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
サ
イ
パ
ン
島
で
戦
死　
　

　
　
　

   

愛
知
県
愛
知
郡
豊
明
村
出
身　

三
十
歳　

一
枝

長
い
間
、
色
々
と
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
此

の
御
恩
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
は
致
し
ま
せ
ん
。

今
日
の
日
の
有
る
こ
と
を
既
に
覚
悟
し
て
ゐ
て
呉
れ
た
こ
と
と
思
ふ
。

戦
死
し
た
な
ら
ば
、
御
國
の
為
と
喜
ん
で
呉
れ
。
笑
っ
て
大
東
亜
建
設
の

投
石
と
な
っ
て
戦
死
致
し
ま
す
。

一
枝
や
涼
、
又
、
生
れ
来
る
子
供
の
こ
と
を
思
ふ
と
夫
と
し
て
、
又
、
親

と
し
て
何
ら
の
責
任
も
果
た
さ
ず
、
幸
福
に
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
の
を
唯
一
つ
心
に
残
り
、
可
愛
さ
う
に
思
ひ
ま
す
と
共
に
、
済
ま
な

い
思
ひ
が
致
し
ま
す
が
こ
れ
も
御
国
の
為
と
泣
か
ず
に
喜
ん
で
呉
れ
。

た
と
ヘ
、
此
の
身
は
戦
場
に
於
て
露
と
消
へ
て
も
、
魂
と
な
っ
て
祖
國
を

守
り
一
枝
や
涼
、
又
、
生
ま
れ
来
る
子
供
を
守
っ
て
居
り
ま
す
。

信
じ
切
っ
て
居
る
一
枝
。
私
が
常
に
言
っ
て
居
る
様
に
、
正
し
い
道
を
ふ

み
行
な
っ
て
天
地
に
恥
じ
ざ
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

淳
と
生
ま
れ
来
る
子
供
を
立
派
に
教
育
し
育
て
、
家
を
継
が
せ
て
呉
れ

る
の
を
草
葉
の
蔭
か
ら
祈
っ
て
居
り
ま
す
。
逢
ひ
た
く
ば
、
靖
國
の
社
に

来
て
呉
れ
待
っ
て
居
り
ま
す
。

武　

男　

昭
和
十
九
年
五
月
二
日

一　

枝　

殿

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
六
年
七
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

岡山県内ご遺族奉納の小型献灯（一部）

各界有名人から奉納された「懸ぼんぼり」

大型献灯（一部） 若松奉仕会理事長の説明を受ける参加者
（７月16日）

夜の「靖國神社みたままつり」

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

暑
さ
殊
の
外
き
び
し
き
折
柄

　
　
　

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
二
十
六
年　

盛
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
遺
族
連
盟

理
事
長　

岸　

本　

清　

美

平成26年度戦没者遺族慰霊研修事業（７月16〜17日）
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岡
山
県
遺
族
連
盟
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
慰
霊
巡
拝
の
ご
案
内

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
先
の
大
戦
で
古
里
遥
か

遠
い
外
地
で
戦
没
さ
れ
た
将

兵
の
苦
難
の
戦
い
を
偲
び
御

霊
を
お
慰
め
す
る
た
め
、
県

補
助
事
業
に
よ
り
旧
戦
域
の

慰
霊
巡
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
一

万
二
千
余
名
の
本
県
出
身
将

兵
が
戦
没
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ル
ソ
ン
島
を
五
泊
六
日
の

日
程
で
訪
問
し
、
現
地
に
お

い
て
墓
参
・
慰
霊
祭
を
執
り

行
い
ま
す
。

　

比
島
方
面
は
平
成
十
九
年

以
来
の
実
施
と
な
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
国
内
航
空
機

を
利
用
し
、
未
訪
問
地
域
で

あ
る
ル
ソ
ン
島
南
東
部
及
び

北
部
方
面
（
バ
シ
ー
海
峡
を

の
ぞ
む
北
部
海
岸
含
）
の
巡

拝
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

祖
国
帰
還
叶
わ
ず
無
念
に

も
倒
れ
ら
れ
た
ご
英
霊
を
お

慰
め
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
比
島
関
係
ご
遺
族
を
は

じ
め
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご

参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

目次 月　日 地　名 時間（現地） 交通機関 行　程

１
10／14
㈫

岡山駅西口発
関 西 空 港 着
関 西 空 港 発
マニラ空港着

４：25
８：00
９：55
13：00

高速バス

航 空 機
専用バス

岡山及び山陽IC駐車場経由
着後、出国手続き
フィリピン航空でマニラへ
入国手続き後、マニラからクラ
ークへ
マバラカット方面巡拝・神風
特攻一番機発進西飛行場慰霊
碑参拝

…クラーク特別区泊

２
10／15
㈬

クラーク特区発

ツゲガラオ着

８：30

17：00

専用バス

タルラック経由〜サンホセ〜R
５を北上途中、プンカン・バレ
テ峠方面慰霊祭〜アリタオ〜
バヨンボン〜オリオン峠を巡
りツゲガラオへ

　…ツゲガラオ泊

３
10／16
㈭

ツゲガラオ発
ア パ リ

ツゲガラオ発
マ ニ ラ 着

９：00

15：45
17：00

専用バス

航 空 機

ルソン島北端・アパリへ
比島北部及びバシー海峡方面
戦没者慰霊祭
国内線でマニラへ

…マニラ泊

４
10／17
㈮

マ ニ ラ 発

ナ ガ 着
ラ ボ
ナ ガ

９：30

10：25

航 空 機

専用バス

国内線でカマリネス州ナガ空
港へ
着後、ラボへ
カマリネス方面巡拝・慰霊祭

…ナガ泊

５
10／18
㈯

ナ ガ 発
マ ニ ラ 着

カ リ ラ ヤ

９：50
10：40

航 空 機
専用バス

国内線でマニラへ
ラグナ州カリラヤへ
「比島戦没者の碑」で全戦没者
追悼式

…カリラヤ泊

６
10／19
㈰

カ リ ラ ヤ 発

マニラ空港発
関 西 空 港 着
関 西 空 港 発
岡山駅西口着

14：05
19：05
21：15
０：50

専用バス

航 空 機

高速バス

ラグナ湖南岸を経由しモンテ
ンルパへ
モンテンルパ日本人慰霊碑参拝
フィリピン航空で帰国
着後、帰国手続き
関西空港から岡山へ
着後、解散

　◎参加経費　　198,000円（遺族会々員で２名１室の経費）
　　　　　　　　注１）上記会員以外の方は30,000円の追加経費でお受けします。
　　　　　　　　注２）旅行傷害保険は任意加入です。
　◎募集人員　　20名程度。
　◎お申し込み　岡山県遺族連盟へ「８月29日㈮」までにお申し込み下さい。
　上記の日程は交通機関、天候、現地事情等により変更になる場合があります。

萬
燈
み
た
ま
祭

岡
山
県
護
國
神
社
萬
燈
み
た
ま
祭

　「
献
灯
」の
ご
案
内

　

岡
山
県
護
國
神
社
は
、
毎
年
八
月
十
五
日
・
十
六
日

の
両
日
、
国
の
た
め
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
本
県
出
身

戦
没
者
五
万
六
千
七
百
余
柱
の
御
祭
神
を
お
慰
め
す
る

行
事
と
し
て
「
萬
燈
み
た
ま
祭
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

献
納
い
た
だ
い
た
萬
燈
の
「
み
あ
か
し
」
は
、
お
盆

の
期
間
中
、
毎
晩
社
頭
に
掲
揚
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

遺
族
、
崇
敬
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
方
か

ら
の
献
燈
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
萬
燈
み
た
ま
祭 

　

八
月
十
五
日
㈮
・
十
六
日
㈯

　

午
後
七
時
よ
り

　

＊
点
燈
は
十
四
日
㈭
の
日
没
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
堤
灯
献
燈
料

　

一
燈
に
つ
き　

二
，
〇
〇
〇
円 

▼
お
申
し
込
み
は 

　

〒
七
〇
三
︲
八
二
七
二　

岡
山
市
中
区
奥
市
三
︲
二
一

　
　
「
岡
山
県
護
國
神
社
」
ま
で

　
　

電　
　

話　

〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
七

　
　
フ
ァ
ッ
ク
ス　

〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
六

　

＊
郵
便
振
替
に
て
お
申
し
込
み
の
場
合
は

　
　

郵
便
振
替
番
号

　
　

岡
山　

〇
一
二
九
〇
︲
三
︲
三
〇
一
七

　
　
　

岡
山
県
護
國
神
社

　
　

�

（
通
信
欄
に
“
萬
燈
み
た
ま
祭
”
と
ご
記
入
下
さ

い
）

◎
奉
納
盆
踊
り

　

十
六
日
の
夕
刻
、
岡
山
市
連
合
婦
人
会
に
よ
る
奉
納

盆
踊
り
が
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

◦オリオン峠

◦
タルラック

◦ラボ

◦ナガ

◦カリラヤ◦
モンテンルパ

◦プンカン
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
六
年
七
月
行
事
表

２
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
運
営
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
常
務
理
事
会
（
い
さ
お
会
館
）

４
日　

浅
口
市
鴨
方
町
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝（
県
護
國
神
社
）

５
日　

津
山
市
久
米
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

岸
本
清
美
議
員
生
活
30
周
年
を
祝
う
会
（
津
山
鶴
山
Ｈ
）

９
日　

赤
磐
市
戦
没
者
追
悼
式
（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
）

12
日　

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式
（
備
前
市
民
Ｃ
）

16
日　

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
方
面
）
一
泊

23
日　

�

日
遺
女
性
部
60
周
年
の
集
い
・
国
会
陳
情
（
東
京
都
内
）
24

日
ま
で

岡
山
市
中
区
円
山

　

石　

井　
　

榮
（
節
子
） 

　

沖
縄
戦
で
父
を
亡
く
し
た

夫
・
榮
は
、
八
年
前
に
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
亡
き

父
の
軍
歴
調
査
を
日
本
遺
族

会
で
行
っ
て
い
た
だ
き
、
部

隊
旗
の
奉
焼
地
に
あ
る
慰
霊

碑
に
お
参
り
し
て
感
謝
感
激

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
家
族
一
緒
に
お

参
り
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

し
た
が
、
持
病
を
持
っ
て
い

る
夫
は
健
康
に
自
信
を
失
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
日

ま
で
実
現
出
来
ず
に
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
金
婚
式
を
迎

え
た
今
年
、
沖
縄
戦
が
終
結

し
た
日
に
行
わ
れ
る
平
和
祈

願
慰
霊
大
行
進
に
参
加
す
る

機
会
を
得
た
次
第
で
す
。

　

慰
霊
行
進
当
日
、
早
朝
か

ら
雷
を
伴
う
ス
コ
ー
ル
と
な

り
、
案
の
定
、
夫
は
持
病
の

発
作
が
起
こ
り
、
岡
山
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
電
話
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
な
ど
、

と
て
も
参
加
で
き
る
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
父
の
お
導
き
か
、
天

候
が
回
復
す
る
に
つ
れ
て
体

調
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

　

再
度
、
日
本
遺
族
会
の
お

世
話
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
夫
は
八
・
五

㎞
の
慰
霊
行
進
全
行
程
中
、

一
㎞
ほ
ど
皆
様
方
と
一
緒
に

行
進
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

救
護
車
に
乗
せ
て
い
た
だ

き
、
慰
霊
式
典
が
行
わ
れ
る

摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園

へ
。
見
守
っ
て
く
れ
た
父
、

そ
し
て
支
え
て
下
さ
い
ま
し

た
皆
々
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

行
進
に
は
全
国
各
遺
族
会

か
ら
六
十
七
名
が
参
加
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
、
岡
山
県

か
ら
も
七
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
沖
縄
県

の
方
々
も
家
族
揃
っ
て
参
加

さ
れ
て
お
り
、
酷
暑
の
中
、

平
和
へ
の
祈
り
を
胸
に
汗
を

流
し
て
黙
々
と
歩
き
ま
し

た
。
途
中
、
地
元
の
皆
様
方

の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
給
水
所

で
水
分
補
給
を
行
い
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

夫
は
総
領
息
子
と
し
て
、

大
切
な
大
切
な
跡
取
り
と
し

て
大
事
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。「
親
父
が
生
き
て
い
た
ら

…
」
と
時
折
、
夫
は
呟
き
ま

す
。
写
真
で
し
か
知
ら
ぬ
愛

し
い
父
。
父
を
懐
か
し
み
、

ま
た
美
化
す
る
こ
と
は
夫
に

と
っ
て
自
然
な
こ
と
で
、
自

分
を
奮
い
立
た
せ
る
存
在
な

の
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
の
沖
縄
の
戦
い
は

住
民
を
巻
き
込
み
、
島
の
形

が
変
わ
る
ほ
ど
の
激
戦
で
し

た
。
私
た
ち
遺
族
は
皆
、
年

老
い
て
い
ま
す
が
、
昔
話
で

は
な
く
、
可
愛
い
孫
た
ち
が

愚
か
な
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、戦
争
の
悲
し
さ
、

恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
悔
し
さ

を
語
り
続
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
決
意
し
た
慰
霊
行
進

で
し
た
。

慰霊大行進参加後、「岡山の塔」に
参拝された石井さん（６月23日）

軍旗奉焼の地に建立された
「山雨の塔」にて（６月24日）

日
本
遺
族
会
主
催

ミ
ャ
ン
マ
ー
戦
跡
慰
霊
巡
拝
の
ご
案
内

　

日
本
遺
族
会
で
は
毎
年
、

全
国
の
戦
没
者
ご
遺
族
の
参

加
を
得
て
海
外
等
の
戦
跡
慰

霊
巡
拝
を
行
っ
て
い
る
が
、

平
成
二
十
六
年
度
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
地
域
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
地
域
及
び
周
辺
海
域
で

肉
親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
族
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
。

▼
巡
拝
地
域　

ミ
ャ
ン
マ
ー

（
ヤ
ン
ゴ
ン
、
ペ
グ
ー
、
ト

ン
グ
ー
、
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
、

マ
ン
ダ
レ
ー
、
ミ
ー
ト
キ
ー

ナ
等
） 

▼
実
施
時
期　

平
成
二
十
七

年
二
〜
三
月
頃
を
予
定
（
八

泊
九
日
） 

▼
募
集
人
員　

二
十
名
程

度
。
※
募
集
人
員
を
上
回
っ

た
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

ミ
ャ
ン
マ
ー

及
び
周
辺
海
域
で
肉
親
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
族
（
⑴

妻
、
⑵
遺
児
、
⑶
兄
弟
姉
妹
、

⑷
甥
・
姪
、
⑸
孫
、
及
び
⑵

〜
⑸
の
配
偶
者
）
等
で
、
航

空
機
等
に
よ
る
長
途
の
移
動

及
び
気
候
・
風
土
の
異
な
る

地
域
に
お
け
る
旅
行
に
耐
え

ら
れ
る
健
康
状
態
が
良
好
な

方
で
あ
る
こ
と
。 

▼
参
加
費　

四
十
五
万
円
程

度
。

※
参
加
者
が
十
五
名
を
割
っ

た
場
合
、
費
用
は
異
な
り
ま

す
。

※
費
用
に
は
自
宅
か
ら
集
合

及
び
解
散
場
所
間
の
往
復
交

通
費
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
締
切　

十
二
月
十
二

日
㈮

▼
お
申
込
み
先　

岡
山
県
遺

族
連
盟
へ

31
日　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
六
年
八
月
行
事
表

３
日　

�

陸
上
自
衛
隊
岡
山
三
軒
屋
駐
屯
地
隊
員
・
隊
友
会
有
志
に
よ

る
岡
山
陸
軍
墓
地
清
掃
活
動
（
岡
山
市
北
区
津
高
地
区
）

15
日　

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
願
す
る
日

　
　
　

全
国
戦
没
者
慰
霊
大
祭
（
靖
國
神
社
）

　
　
　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）

　
　
　

終
戦
の
詔
書
奉
戴
日
本
興
隆
祈
願
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
護
國
神
社
萬
燈
み
た
ま
祭
（
県
護
國
神
社
）
16
日
ま
で

平
成
二
十
六
年
九
月
行
事
表

15
日　

�「
敬
老
の
日
」
県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
遺
族
お
祝
・
一

人
暮
ら
し
の
父
母
・
妻
慰
問
（
県
下
）

次
世
代
へ
の
継
承
の
た
め
に
も


